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3. 実 験 結 果
3-1 I.R.スペクトル
木材構成成分および内部構造の変化を知るため KBr錠剤法により絶乾状態の試料 (約100
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浅 く広 くなる｡CH伸縮振動 (2900cm~1 附近),リグニン (1500cm-1 付近) に帰属する吸収
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メ/ドお声.?+結晶性バンド(1209-,1000C町 1).については処郡 部朴2瞬 間まで と3時間以上の













































Ⅰ.R.スペクトル等から炭化過程は次のようであろうと推測できる｡ 2時間処理 では Ⅰ･R･
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第に無定形の炭素に近ず くと思われるが, 6時間処理試料 でも 2900cm-1 付近の CH 伸縮振
動の吸収が認められる/ことからまだ完全に炭化されていない｡完全に炭化した試料では,さら
にヒステレシスの巾が 小さくなるものと思われる｡Fig.7に示した ように2時間処理に よっ
て吸着量は最小となるが,これは OH 基ばかりでなくリグニン ･結晶領域の変化と密接な開
二声係があろう｡熱処理感初期 (～2時間)で吸着畳鰯低下するのは吸湿性の高い- ミセルロ-ス
T;言･の分解と結晶領域の増加に伴う吸着一次面の減少紅 よるものと考える｡以後の吸着量の増加は











































4) Theva一ueofdielectriclosstangent(tan ∂) decre:lSedwith progressingofthe
time.
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